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   A 67-year-old patient with stage C giant prostate cancer was treated with a combination of endocrine 
administration and chemotherapy. After administration of diethylstilbestrol diphosphate (250  mg/D, 
16 days), bilateral orchiectomy and subsequent CDDP administration (30  mg/D x 5 days, 3 weeks, 
4 courses), the primary tumor was reduced by about 90%. Clinical response was evaluated as partial 
response. Serum acid phosphatase acivity, prostatic acid phosphatase, prostate antigen and nuclear 
DNA histogram served as useful tumor markers and changed in parallel to clinical course. 


















態 とな り,1982年2月3日,某 医 を 受 診 し,前 立 腺 の
腫 大 を 指摘 され2月4日 当科 へ 紹 介 さる.排 尿 は 昼 夜
を 問わ ず1回/時,排 尿時 痛 な し。 血 尿 な し.腰 痛 な
し.便 通 は 下 剤服 用 に て1回/日.
現症:身 長167cm.体 重68kg.血 圧128/78.脈
拍76/分.胸部 異 常 な し.下 腹 部 に 手 掌大,弾 性 硬 の
不 整 な腫 瘤 触 知.鎖 骨 窩,頸 部,鼠 径 部 リ ンパ節 触 知
せ ず.経 直 腸 的 前立 腺 触 診 で は,手 掌 大,左 右 差 不 明,
石様 硬,表 面 平 滑.
検 査 成 績1血 算異 常 な し ・血 沈24/時.血液 生 化 学 的
に 肝,腎 機 能 異 常 な し.酸 フ ォス フ ァ ター ゼ(TSAP)
2561u/1(正常o～17)。 前 立 腺 性 酸 フ ォス フ ァ タ ー
ゼ(PAP)920ng/ml(正常3.o以下).前 立 腺 特異 抗
原(PA)22ng/ml(正常1.2以下).検 尿異 常 な し.
胸 部X線:異 常 な し
KUB,IVP:異 常 な し
気 体 膀 胱 造影:手 掌 大 の左 右 非対 称 の膀 胱 内陰 影 欠
損 あ り(Fig.1).











精 嚢造 影=右 側 精 管 は左 側 に 偏 位 し,右 側 精 嚢 は 造
影 され ず.左 側 精 嚢 は 左側 に 偏 位.
骨 シ ンチ グ ラ ム:異 常集 積 像 な し.
リソパ管 造 影:転 移 を疑 わ せ る所 見 な し.
経 直 腸的 前 立 腺 吸 引生 検 細 胞 診lclassI皿.
前 立腺 針 生 検:中 等 度 分 化 型 前 立腺 癌(Fig.3).
治療 経 過:1982年2月25日よ り3月14日 まで16日間
Diethylstilbestroldiphosphatc(DES-D)250mg
静 脈 内投 与.3月 正日,両 側 被 膜下 睾丸 摘 除 術施 行.
3月15日 か らCis-diamminedichloroplatinum
(CDDP)30mg連 日5日 間 投 与 を1ク ール とす る化
学療 法 を3週 ご とに4ク ー ル施 行.6月23日 退 院 し,
以 後酢 酸 クuル マ ジ ノ ン(CMA)75mgを 内服 中 で
あ る.
各種 検 査 成 績 の推 移(Fig.4).
1)尿 流 量 測 定
治療 前 はほ とん ど尿 閉 の状 態 で あ ったが 徐 々に 改善
し,1983年7月に は最 大排 尿 量21.3ml/sec.,平均 排
尿 量10.3ml/sec.,残尿3mlと ほ ぼ 正 常 化 した,
2)気 体 膀 胱 造影 に よ る前 立腺 腫 瘍 陰 影
当検 査 法 に よる腫 瘍 の大 き さの判 定 が も っ と も明確
で あ った.Fig.4に は腫 瘍 陰 影 の縦,横 の径 を示 し
た 。 治療 前 は97×108mmで あ った が 治 療 と と もに
縮 小 し,1983年7月に は,左 側 か 大 き く非 対 称 で あ る
が23×46mmと な った.











































































































































































































































































本論文の要旨は第138回東海泌尿 器科学会 におい て発表 し
た.
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